20190407レムナント教会1部
信者の決断(ヨシュア1:7-9)
　ある優秀な歯医者さんが昼間に仕事をして、また、評判もとても良い人だったのですが、仕事が終わると家に帰らず、どこかにさまよい、飲み屋さんを転々とする日々を過ごしていたそうです。優秀だから良いだろうと思うのは、私たちの勘違いです。人間には、神様以外には埋められない空洞のようなものがあります。神を離れてしまった結果、そこに違うもの、目に見えない悪魔、サタンが入り込んでいるわけなので、何をどうしても根本的に満たされることができません。そして、自分では到底理解できないし、またそうしてはいけないと思っているのにもかかわらずやってしまう、そのような不思議な問題を多くの人が患うようになります。当然、調子によって少しずつ変わることはあるでしょうけれども、基本的に心の中に不安を抱えて生きるしかありません。それがあらゆる場面で、いろいろなきっかけによって脳を刺激し、精神的な様々な症状をもたらすようになるわけです。それは基本、心の消すことのできない不安から来るものです。こういったものが合わさって、私たちが目で見てわかるような肉体的な症状として現れます。まず、病として現れ、また、依存症や中毒やそういったなにかに執着してしまうようないろいろな症状が現れて、皆苦しむようになるしかありません。

　そして、その結果、いろいろな面において崩壊していくようになります。まず、人間関係においてヒビが入ってしまい、家庭が崩壊してしまい、また、仕事場でそのようなトラブルが起きてしまい、広げて申し上げますと、国家と国家との間に戦争が絶えないような状態まで発展するようになるしかありません。皆が幸せになりたいと願っています。しかし、頑張っているのにもかかわらず失敗が相次いで、いろいろな意味で壁にぶつかり限界を感じるようになります。いま社会には、私たちの心が痛むような様々な事件が起きています。彼らだけに限られる問題だと思っていては大間違いです。クリスチャンはしっかりと見る目を持っていないといけません。そのような人生をアップアップしながら、もがきながら生きて、最後には死んで、死んだ後は誰も願ってもいないし、信じていないでしょうけれども、さばきを受けることになり、審判によって永遠の刑罰に入れられる運命にとらわれて生きているのです。そして、それが自分の代で終わるのではなくて、子孫たちに受け継がれるようになり、家計にずっと流れるのろいになってしまうわけです。自分なりには幸せになりたいという願いを持って、また、それぞれいろいろな意味で必死に頑張っているのにもかかわらず、これがこの世の姿です。

　

　なぜこのようになってしまったのでしょうか。それは人間の力では抜け出すことのできない鎖に繋がれているようなことです。人間は、実は神様とともにいるべき存在で、神様によってその空洞が満たされ埋められることによって成り立つ存在なのに、罪によって神様を離れてしまうようになりました。その後、神を排除し、神様とまったく関係ない自分中心で生きるようになります。自分がすべてなのです。そこからいろいろな勘違いに走り、結局、このような問題にぶつかるようになるしかありません。こういう問題の根底を見ると、すべてが自分です。そして、その自分のために神様のことを知らないわけなので、霊的な無知な状態なので、目に見えるものさえ良ければとなります。その代表的なものが、お金さえあればとなり、そのお金による肉体的な豊かさに執着するようになります。そういう人生を生きるしかありません。結局、その豊かさのために成功を目標にして人生を生きる人々になってしまいました。これが実は皆が当たり前に思っているでしょうけれども、先程も申し上げましたように、さまよい苦しむ人生の原因なのです。それがすべてそこから生まれてきたものです。それが実は、神様を離れた途端に悪魔、サタンが作っておいた落とし穴に皆が落とされていたからです。自分中心…お金さえあれば…成功を目標にする…という落とし穴を作って、皆がそこに落とされているわけです。そして、そこから絶対に出ることができないように、サタンは刑務所のように枠を作りました。セメントで固めたような感じです。だから、人間がこのサタンの落とし穴にずっと閉じ込められているように枠を作って、偶像崇拝をするようにし、また、宗教に走るようにして占いに頼るようにしてしまったり、お札、お守り、運勢がああだ、こうだという枠を作って、そこに伝統と文化という美しい言葉をつけることによって、人々が完全に縛られ、一歩もそこから出られない状態にしてしまいました。これがサタンの枠というものです。ですから、結果的に、人々は霊的にも精神的にも人生そのものが狂い、幸せなどとは程遠い人生を送るようになるしかありませんでした。人々はこれを知らないので、誰かのせい、何かのせい、あるいは自分が悪いからと思い、ときにはその過ちを償うことによってどうにかなるだろうとまで思って、それが良いと思うのでしょうけれども、根本的にそのようなことによって解決できるものではありません。改善は不可能なのです。神様に罪を犯して神を離れた結果、認めたくないでしょうけれども、暗やみの世界の支配者である悪魔、サタンに捕らわれて生きるようになってしまった結果なのです。ですから、この現場、世の中に必要なのは光です。つぐないでも修行でも努力でもありません。この暗やみに打ち勝って、この暗やみを消すことができる光、その光が唯一、神様の約束であるキリストなのです。この世の中に必要なのはキリストです。
　そして、神様は驚くべきことに、こんなちっぽけでみじめな私たちのようなものを先に憐れみ、救い出して、この暗やみの現場、答えがないままさまよい続ける現場に、光であるキリストを伝えるために、キリストをもって光を放つために現場灯台として召していらっしゃるということを忘れてはいけません。そこら中の人々と一緒に生きるわけではありません。同じ学校、同じ職場、同じ飯を食っているとしても、まったく違います。これがクリスチャンの自負であり、アイデンティティです。だからこそ神様は、現場征服の答えをきちんと用意をしていて、私たちを現場灯台として召され、私たちにその答えを味わうように、その祝福に預かることのために私たちを整えて導いていらっしゃるのです。みことばを通してそれを確認し、もう用意をしていらっしゃるので、その祝福の主人公になることを祈りたいと思います。
　先週、申し上げましたように、そのためにイスラエルの民を恵みと恵みのゆえに導かれて、荒野の40年を通して彼らを整え、カナンの約束の地の手前まで来て、モーセとヨシュアとがバトンチェンジをすることになります。モーセが死んで天に召され、ヨシュアがいきなりイスラエルの人の指導者として立たされるようになりました。たぶん、ヨシュアはそのことで戸惑っていたと思います。そこで神様がヨシュアに現れて、語られる場面が、今日の聖書の箇所です。カナンを手前にして、現場の答えの祝福が皆さんの目の前にもう来ているわけです。そこで神様が、何が必要なのか、どうすればいいのか、それをヨシュアに明確にわかりやすく語っていらっしゃいました。ですから、信者の私たちは、このような現場灯台としての自覚を持って、何も負担に思わず、神様が用意しておいて召していらっしゃるので、必ずそうなるのだと信じて神のみことばに耳を傾けていただきたいと思います。
まず神様はヨシュアにおっしゃいます。私がモーセに命じられたすべての律法を守りなさいと。つまり、モーセに語った神のみことばは、モーセだけに限られるものではなくて、あなたのためのものなのです。神様のメッセージは、牧師に与えられて、牧師が準備して語るものではなくて、聞かれる教会の皆さんのものなのだという自覚をもってこの祝福を味わうことが第一なのです。つまり、先週も申し上げましたけれども、神様のみことばを自分のものにしないといけません。そして、その神のみことばが自分のものになることによって、確かな結論をそこから導き出せるようになります。神のみことばが自分のものになって、人生の結論をそこから導き出せるならば、現場征服の門が開かれます。
先週、みことばの整理について申し上げました。それを改める必要があります。みことばとは一体何でしょうか。この分厚い聖書66巻のお話は、どのような話なのでしょうか。難しく思わないでください。キリスト以外には絶対に希望などはありません。これが自分のものになるようにしましょう。そして、驚くべきことに、そのキリストの約束が成就しました。十字架で死なれて復活なさって天に昇られました。イエス様こそ、そのキリストです。イエスはそのTHEキリストなのです。Jesus is The Christ
なのです。とても大切です。これがみことばです。だから、すべての問題が終わり、すべての法則がひっくり返って、一つだけ、このイエスを誰でも信じる者は永遠のいのちが与えられるのです。安息日を守り、過ぎ越しのああだ、こうだ、手を洗うかどうかなどの儀式や形式やすべての律法がもう終わり、このイエスを信じる者は救われるのです。これがみことばです。だからこそ、どんな過去があろうが、どんな人間であろうが、そのイエス様を信じている信者である自分は、イエスの霊が宿る、イエス様が内側に宿る神の子どもです。最高に幸せなものです。これがみことばです。だまされないでください。また、混乱することがないようにしましょう。

　そして、この世の中はキリスト以外に絶対に希望などはまったくないというところです。これがみことばです。発展するかのように見え、いろいろ良さそうに見えることもあるかもしれません。これからどんどん変わっていくだろうという希望が語られているかもしれませんが、神のみことばは、世の中はキリスト以外には、法律も政治も経済もITも希望などはないのです。キリスト以外には希望がありません。だから、信者である私がこの世に存在する理由は、この世にキリストの光を放って神の国が臨まれるようにすること、神の国を立てること、これが私の存在の理由です。これがみことばです。ここまで整理して、これが自分のものにならないと、まだ現場の門はなかなか開かれないでしょう。もうすでに神様がそのようになさったので、簡単に一言で申し上げると、私は伝道者です。私の本質、中身は、伝道者です。レムナント大会などでも言い忘れましたが、神学校で言いました。これから何になればいいのか。私のビジョンは何なのか。そういう事を考える以前に、みことばが自分のものになれば、何になろうが自分は伝道者なのです。本質そのものが。それにどのような服を着るのか、ファッションをどうするのかの違いがあるだけです。しかも、そのファッションも自分の好みによって選ぶのではなく、神様がスタイリストになるわけです。自分が伝道者だという結論がしっかり出せていれば、何になっても構わないでしょう。ある人は王様という服を着せられ、ある人は総理大臣、ある人は牧師、ある人は事業化、ある人は公務員、ある人はちっぽけなお店のオーナーなど、いろいろなファッションが神様には揃えられていて、神様ご自身がご計画によって着せられるわけです。ですから、レムナントの私たちは結論を出して、「神様。私のために用意していらっしゃるファッションはなんでしょうか」とそれを求めていくわけです。あらゆることをチェックしながら。それを焦って他の人のように「なんだろう。なんだろう」ではなくて、何になっても構わないのです。これが結論です。ヨシュアに神様がおっしゃった第一の意味は、こういう意味です。みことばが自分のものになって、結論を出せることなのです。結論とは何でしょうか。私は伝道者なのだ。これです。そこまで整理されないと、みことばを理解できているとはまだ言えないのです。言い難いです。
　

　それから、神様はヨシュアに言います。この律法を守り、右にも左にも反れてはいけない。それはどういう意味なのでしょうか。これはみことばの結論、伝道者として生きるのだという結論に従って、しっかりとした決断をしなさいということです。どういう決断でしょうか。右に左に反れそうなときに、そういうところに行かないということです。

私たちが伝道者として生きていこうとしているときに、サタンも私たちを放っておかないので、いろいろな迫害をもって邪魔します。だから、決断は、どんな迫害があっても、私は伝道者の道を貫いていくという決断です。金持ちになろうが、貧乏になろうが、私は伝道者の道を突き進みますという決断です。迫害は歴史を見ますと、国家的なレベルでの迫害があります。政治による迫害でしょう。皆さんも想像がつくと思います。それから、身近なところでは、家庭的なレベルでの迫害があります。誰かがイエス様を信じて迫害され、しかも伝道者として決心、結論を出したときに、余計に迫害、邪魔が入るようになるわけです。日本ではそこまで感じないでしょうけれども、今現在もイスラムの国などでは、イエス様を信じると家族によって殺されるようです。初代教会もそれに似たようないろいろな家庭的な迫害というものがありました。それにもかかわらず、たとえ家族から捨てられることがあっても、私は伝道者野路を突き進みますという決断です。それから、社会的な迫害、人間関係の上で何かが生じるようになります。あるいは、会社、学校に行きますと、仲間はずれになる可能性もあるかもしれません。自分の性格が悪いからそうなることとは、また別の話です。イエスのいのちがあるがゆえに、アベルがカインに迫害されていたかのようなことがあるのです。たとえ私から皆友達が去っていくことがあるとしても、私は伝道者の人生を全うしていきます。この決断です。
　それから、どんな状況に遭遇することがあっても、ピリピ4：12でパウロが言っていたように、刑務所の中にいても、外側にいても、貧乏であっても、金持ちであっても、満腹でも飢え死になることがあるにしても構いません。私は信仰の道、伝道者の道を突き進んでいきますという決断です。ときには誤解を受けたり、濡れ衣を着せられるときもあります。構いません。私が伝道者の人生を歩むことには関係ありません。これは過程に過ぎないものなのです。門が閉ざされるときもあります。だからといって落胆して諦めることなどありません。使徒16：6-10、初代教会を見ると、伝道者としての道を歩もうとしていたときに、サタンが内側から外側から攻撃を仕掛けました。教会内にいろいろなトラブルが起きます。外側でいろいろなトラブルがあります。内側に問題があっても、外側の問題があっても、どんな問題があろうが、私が伝道者の道を突き進むことには変わりなどありません。この決断です。右にも左にも反れてはいけません。ときには弱さのゆえに失敗をするときもあるかもしれません。どんな失敗があっても私は伝道者の道を貫きます。アブラハムも失敗がありました。モーセも失敗がありました。ダビデも大きな間違いがありました。ペテロはイエス様を三度も否定する恥ずかしいことをしてしまいました。それにもかかわらず、そういった失敗などに引きずられて、伝道者の道を行くことに躊躇したりすることはありません。どんな失敗があろうが、私は伝道者の道を突き進みますという決断をすることです。伝導する前に、現場がああだ、こうだと言う前に、神のみことばを整理し、結論を出して決断することです。
そして、その決断によって最後に改めて神様がヨシュアにおっしゃいます。「強くあれ、雄々しくあれ。恐れてはいけない」。つまり、この伝道者の契約、みことばをしっかり握って揺れることのない決心をするわけです。どのような決心でしょうか。サタンはあらゆる面から、あらゆる方面から、私をだまそうと攻撃を仕掛けてくるでしょうけれども、それに負けないで勝利者として堂々と歩きますという決心です。私はこのように祈っています。そうならないときもあるでしょうけれども、これは決心です。世の何ものも恐れずに、世の何もうらやまずに、そして、何も問題にせずに、どんなことがあっても引っかからないでつまずかずに。決心です。私にはそのような力はありません。そのような人格になりません。しかし、このみことばがありますので。「強くあれ。雄々しくあれ。恐れないように」。決心してください。結論があるから、その後求められるのは決断です。お金が必要なことではありません。
それから、決心してください。不安、心配、悩み、焦り、すべては悪魔、サタンのしわざです。そういうものに捕らわれずに、伝道の契約を損することがないようにしましょう。右往左往することなく、それ以前に信仰にしっかり立ってください。だから、祈るのです。「神様、真に優れたものを見分ける知恵を与えてください」。これがサタンのしわざなのか、神の契約を握るべきなのかをよく見分けられるように、どちらが正しい、正しくない、利害関係がああだ、こうだではなくて、本当に見分ける力を与えてください。ピリピ1：10、4：11、どんな境遇にあっても満ち足りること、その秘訣を学ぶことができるようにしてください。だまされないために。なぜそうするのでしょうか。伝道者の道を歩むために。ピリピ2：5、イエス・キリストの志と同じ志を心に抱くことができるように。その贖いの志、自分より他人を優れたものと見る、そのイエス様の志を心に抱くことができるように。それで唯一ヨハネ15：12にある愛の戒めをしっかり実践していけるように。だから、だまされてはいけないのです。そして、理由も文句もなにもない、ピリピ2：8にあるように、イエス様が歩かれたその従順、服従の道に一緒についていけるように。それが伝道者の道です。理由、文句などありません。神様が罪人を愛していらっしゃるから、それ以外に何の理由もありません。気にいる、気に入らない、悪い、良いなどありません。福音宣教以外にはありません。その道を貫くことです。これを祈る決心です。
そうすると、カナンの門は、現場征服の門は、必ず開かれます。元旦礼拝のときも申し上げましたように、皆さんの現場に、皆さんが以前はなかなか想像することができなかった出来事が起こります。人々が悩みを抱えて寄ってくるようになります。また、皆さんの目に以前とは違って見えてくるようになります。イエス・キリスト、神の愛が必要です。悪魔のしわざが打ち壊されるべきなのです。自分の存在がどれほど尊い存在なのか、改めて確認するようになるでしょう。

改めて、皆さんひとりひとりがみことばを整理して、そのみことばが結論になって、伝道者としてその人生を決断して、毎日、今日も一日、サタンに騙されず勝利者として歩いていくという決心を、日々するようにしましょう。そして、現場でキリストをもって答えを与える門が開かれることを、ぜひ体験していただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。キリストの血潮によって、ここにいらっしゃる兄弟姉妹、ひとりひとりを尊い神の子ども、伝道者として作り変えられ、召していらっしゃることをありがとうございます。世の中がキリストの他に希望のない暗やみに覆われていることを見る目を主が開いてください。そこに私の存在の意義、存在の価値を正しく理解し、自負を持つことができるようにしてください。そして、神様が答えを用意していらっしゃることをしっかり信じてみことばに結論を出し、伝道の人生として決断して、そして、サタンに騙されないことを決心して祈ることができるように兄弟姉妹、ひとりひとりをどうぞ導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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